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生物多様性と消費 観賞用に国際取引されるサンゴ礁の魚
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◉ 年間15億匹が取引
サンゴ礁に生息する観賞用に国際取引されている生
きた魚は、米国への輸入データをみると過去20年間
で約1,000種から2,300種に増加し、世界で取引され
る数も年間2400万～2700万匹から15億匹に増加し
たと言われます。これらの数には輸送中に死亡した魚
の数は含まれていません。
観賞用に国際取引されるサンゴ礁の魚のうち、米国
の場合、商業的に繁殖が成功している魚は30～35種
しかありません。つまり販売されているほとんどは野
生の個体で、サンゴ礁の海から採取されているのです。
サンゴ礁の魚のうち、国際取引が規制されているの
は、ワシントン条約附属書Ⅱに掲載されている、ナポ
レオンフィッシュ、クラリオンエンゼルフィッシュ、
タツノオトシゴ属だけです。IUCNのレッドリストで
も、サンゴ礁の魚のデータは不十分で、種の減少の実
態は不明です。(1)

◉ アマノガワテンジクダイ
観賞用に国際取引されるサンゴ礁の魚の一つである
アマノガワテンジクダイ（プテラポゴ
ン・カウデルニィ）は、縞と斑点の模様
のある小型の魚で、観賞魚として人気
があります。卵が孵化するまでオスの
口の中で保護し、分散をしない性質が
あります。インドネシア東部の限られ
た海域に生息し、IUCNのレッドリスト
で危機（EN）に分類されています。ただ
しこの評価は2007年のもので、更新が
必要となっています(2)。
過去にワシントン条約附属書Ⅱへの掲
載が提案されましたが、掲載はされず、
その代わりにインドネシア政府は持続
可能な輸出をするための取り組みを行
い、条約に報告することになりました。

インドネシア政府は海洋保護区の設定やメディア
キャンペーン、養殖などを行っていますが、最新の
研究では、地域個体群の絶滅が迫っていると指摘さ
れています(3)。

◉ 取引実態の把握はこれから
2021年6月にオンラインで開催されたワシントン
条約第31回動物委員会で、附属書掲載種以外の観賞
用のサンゴ礁の魚の取引実態をどのように把握すべき
かが議論されました (4)。対策が急がれるテーマです。
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